
のこぎり・のみ・かんななどの手工具を使用し、挽く、
欠き取る、削る等の基本的な作業で、木箱を制作し
ます。加工精度や仕口（２つ以上の部材を組み合わ
せて接合する方法）などの出来栄え、そして作業時
間がポイントとなります。

Wordの機能を使用し、課題文書（英語・日本語）と同

一のものを再現します。文字の入力の早さ・正確さ、
様々な文書作成スキルを駆使できるかがポイントです。
文字サイズ、使用する色、図形の配置と加工等に十分
に注意しながら作業を進める必要があります。

データ入力、帳票作成、データ
の修正の３つの課題を行います。
入力の速さ、適確さが競われま
す。文字・数字の入力だけでなく、
数式や書式設定等が使用できる
かもポイントとなります。

模擬オフィスでビルクリーニングの基本動作（弾性床
での掃き・拭き、机上拭き等）の正確さを競います。ゴミ
の取り残しや拭きムラがない確実な清掃技術、サービ
ス業としてのマナー、作業の効率性・安全性も求めら
れます。

模擬喫茶店で、来店されたお客様に対し、他の従業員と
連携・協力しながら、お客様の立場に立って正確かつス
ムーズにサービスを提供する技術を競います。

様々のことに臨機応変な対応ができるかもポイントとなり
ます。

手紙を出すまでの手順で、発送準
備課題（A3２つ折り、ピッキング、封

入、封かん）と封筒仕分けの２の課
題で競技します。作業数量や仕上
げの正確さがポイントです。

ミシン、アイロン、挟、目打ちを使い裁
断されたパーツを組み合わせてエプロ
ンを作る競技です。

ミシン・アイロンの使い方がポイントと
なります！！



障害者雇用への
理解が進んでい
る企業としての
イメージUP
信頼性UP

• 次のいずれにも該当する方が参加できます。

•障害者雇用促進法に規定する身体・知的・精神障害者である方

•北海道に在住または北海道内の事業所に勤務もしくは施設や学校に在籍し、大会開催年の４月
１日現在で満１５歳以上の方

•競技時間に十分耐えられ、かつ支障をきたさない健康状態にある方

Q だれが参加できますか？

•ひとりひとり違いはありますが、アビリンピックに参加したい、アビリンピックで入賞したいと
いう目標設定が就労意欲の向上をも促し自己成長につながっています。良い結果が残せず悔しい
思いをした場合も成長の糧になっています。挑戦する選手を応援・サポートすることで企業内の
障害者への理解が進み、皆が刺激を受けて職場全体の活性化につながります。また、企業におい
ては、社会的責任の履行（CSR 活動）を示すことにつながり、イメージ向上が期待できます。

Q 企業から参加するメリットはありますか？

•アビリンピックへの参加は、一緒に仕事をしている従業員等、社内の理解を得ることが非常に大
切です。アビリンピック参加への理解を深めていただくためにＰＲ動画や資料等周知用のツール
をお送りいたします。ご希望の場合は、担当者が貴社にお伺いして従業員の方向けの説明会等を
行います。

Q 社内理解を得るための資料等はありますか？

•アビリンピック参加料は無料です。

Q 参加料は必要ですか？


